
世界の国々で数多くの人びとに知られている世界人権宣言は、１９４８年１２月１０日に第３
せ かい くにぐに かずおお ひと し じんけんせんげん だい

回国際連合総会の場で採択されました。その後、１９５０年第５回国連総会で毎年１２月１０日
かいこくさいれんごうそうかい ば さいたく ご まいとし

を「人権デー」と定め、人権思想の普及・啓発のための行事などを実施するよう呼びかけて
さだ し そう ふ きゅう けいはつ ぎょう じ じっ し よ

います。日本もこれを受け、毎年１２月４日～１０日を「人権週間」として、全国的に人権意識
に ほん う しゅうかん ぜんこくてき い しき

の高揚を図るための啓発活動が展開されています。小郡市でも毎年、人権週間記念講演会が
こうよう はか かつどう てんかい お ごおり し き ねんこうえんかい

開催されています。今年も１２月３日に小郡市文化会館で安田菜津紀さ
かいさい こ とし ぶん か かいかん やす だ な つ き

ん(TBSテレビ「サンデーモーニング」にコメンテーナーとして出演中 )
しゅつえんちゅう

を講師に迎えての講演会が行われました。また、その開会行事の中では、
こう し むか おこ かいかい なか

本校２年の さんが「人によってちがう普通」と題して作文を朗読
ほんこう ねん ふ つう だい さくぶん ろうどく

し、自分の体験を通して至った思いを堂々と伝えてくれました。
じ ぶん たいけん とお いた おも どうどう つた

世界人権宣言は第二次世界大戦がもたらした悲劇、苦悩、破壊を二度
に じ たいせん ひ げき く のう は かい に ど

と繰り返さないという深い反省の中から生みだされたもので、『二度と戦争を起こしてはいけ
く かえ ふか はんせい う せんそう お

ない』『差別を撤廃し、人権を確立することが恒久平和に通じる』という誓いが込められてお
さ べつ てっぱい かくりつ こうきゅうへい わ つう ちか こ

り、人類史上初めて全世界すべての人びとの人権を守ることを公的に明らかにしたものです。
じんるい し じょうはじ ぜん まも こうてき あき

宣言文は前文および三十条から構成されていますが、前文では「すべての人民とすべての
ぶん ぜんぶん じょう こうせい じんみん

国とが達成すべき共通の基準」として宣言されており、第一条で、『すべての人間は、生れ
たっせい きょうつう き じゅん にんげん

ながらにして自由であり、かつ、尊厳と権利とについて平等である』と謳われています。
じ ゆう そんげん けん り びょうどう うた

『人権』とは、簡単に言えば「誰もが生まれながらにもつ、人間らしく、幸せに生きる権
かんたん い だれ しあわ

利」のことですが、自分の学校・家庭・地域などで、お互いに「人権」を尊重し合うことが
がっこう か てい ち いき たが そんちょう あ

できているのかをこの機会に見つめ直したいものです。
き かい み なお

１１月１８日(土)に筑後地区中学校新人卓球
ちく ご ち く ちゅう しんじんたっきゅう

大会、１１月１９日(日)には福岡県中学校新人体
たいかい ふくおかけん たい

操競技大会が開催されました。〈結果は右表〉
そうきょう ぎ けっ か う ひょう

選手のみなさんの 集 中 力 と不屈の精神力に
せんしゅ しゅうちゅうりょく ふ くつ せいしん

心から敬意を表します。よい経験になったと思いますし、必ずや来年
こころ けい い ひょう けいけん かなら らいねん

の夏の大会では、個人やチームの完成度を高め、さらに躍動する姿を見
なつ こ じん かんせい ど たか やくどう すがた

せてくれるものと信じています。また、３年の さんは１１月１１
しん

日(土)に開催された北筑後中学生英語スピーチコンテストで見事、最優
きた がくせいえい ご み ごと さいゆう

秀 賞を受賞、１２月２日(土)に行われた福岡県中学生英語スピーチコ
しゅうしょう じゅしょう

ンテストでも優秀賞を受賞しました。文化発表会でも披露してくれまし
はっぴょうかい ひ ろう

たが、一段と磨きがかかり表現力・説得力のある発表は圧巻でした。入 賞、おめでとう！
いちだん みが ひょうげん せっとく あっかん にゅうしょう

朗読する さん

地区新人卓球大会

さん

筑後地区中学校新人卓球大会結果
令和５年１１月１８日(土)
筑後広域公園体育館

卓球（男子）　　惜敗

福岡県中学校新人体操競技大会結果
令和５年１１月１９日(日)

福岡県立スポーツ科学情報センター
　　　　　〈２年の部　１０位〉
　　　　　〈２年の部　１２位〉

小郡市立小郡中学校 令和５年１２月８日

小郡中学校だより 第１９６号

校長 船 津 聡 哉

学校教育目標 ～夢と志をもって主体的に学び、心豊かにたくましく生きる生徒の育成～

部活動での活躍、入賞の紹介

〈12/4～12/10は「人権週間」〉 『人権』を尊重し合うことができていますか



１１月５日(日)に小郡市文化会館大ホールで「おごおりっ子からのメッ
だい こ

セージ」が開催され、市内の小・中・高校生が思いや願いを主張しま
ない しょう こうこうせい ねが しゅちょう

した。本校からは、３年の さんが学校の代表として、「母の姿
だいひょう はは

から考えたこと」と題し、祖父の死などつらい場面での母親の姿から
かんが そ ふ し ば めん おや

「家族からたくさんの愛情をもらっていること、家族の存在の大切さ」
か ぞく あいじょう そんざい たいせつ

を切々と語ってくれました。日頃希薄になりがちな家族愛の大切さを考えさせられるもので、
せつせつ かた ひ ごろ き はく あい

堂々とした主張に満場の拍手が送られました。
まんじょう はくしゅ おく

小郡校区協働のまちづくり協議会の青少年育成部会の取り組み
こう く きょうどう きょう ぎ せいしょうねんいくせい ぶ かい と く

として毎年花苗植会が実施されています。今年も１１月２４日(金)に生
はななえうえかい せい

徒会環境委員のみなさんと小郡校区青少年育成部会員さんで花苗を
と かいかんきょう い いん

植えていただきました。花苗を植え育てることによって、快適な生活
そだ かいてき せいかつ

空間がつくれ、生徒のみなさんの気持ちも豊かになることでしょう。
くうかん き も ゆた

また、１１月２５日(土)のＰＴＡ美化作業に参加していただいたみ
び か さ ぎょう さん か

なさま、本当にありがとうございました。おかげさまで小郡中学校の
ほんとう

敷地内がきれいに整備されました。生徒のみなさんには、整備された
しき ち せい び

環境のもとで、生き生きと活動し、さらに大きく成長してほしいと
おお せいちょう

思っています。ご協 力いただいた地域・保護者、生徒のみなさんに
きょうりょく ほ ご しゃ

感謝しています。
かんしゃ

署名活動に関するお世話をしていただいたＰＴＡ役員・地区委員さん、各地区で署名に回っ
しょめい かん せ わ やくいん かく まわ

ていただいた保護者のみなさま、お忙しい中活動いただきまして誠にありがとうございまし
いそが まこと

た。また、趣旨にご賛同いただき署名していただいた方々にも厚くお礼を申し上げます。
しゅ し さんどう かたがた あつ れい もう あ

おかげさまで、小郡中校区では２７の団体署名、６,９７６筆の個人署名をいただきました。
だんたい ひつ

１１月１３日(月)に市人権啓発センターにおいて、小郡中校区からの要望を校区人権のまち
ようぼう

づくり推進連絡会の会長である井手区長と中学校ＰＴＡ北川会長から訴えていただきまし
すいしんれんらく かいちょう い で く ちょう きたがわ うった

た。市教育委員会の秋永教育長からも、①児童生徒支援加配及び指導方法工夫改善教員の
きょういく あきなが ちよう じ どう し えん か はいおよ し どうほうほう く ふうかいぜんきょういん

継続配置・新規配置、教 職員定数等の改善の要求 ②高校奨学金の充実( 給付型奨学金
けいぞくはい ち しん き きょうしょくいんていすうとう ようきゅう しょうがくきん じゅうじつ きゅう ふ がた

制度の創設) ③学び場支援事業の子どもを支援する体制づくりの充実 ④ＩＣＴ教育推進に
せい ど そうせつ まな ば じ ぎょう たいせい

関わる支援体制の充実 ⑤「３５人学級化」と定数欠を生まない教職員の配置 ⑥養護教諭
かか がっきゅう か けつ よう ご きょう ゆ

配置基準の見直しと状 況に応じた複数配置 ⑦特別支援教育及び日本語指導支援に関わる教
じょうきょう おう ふくすう とくべつ

職員の配置 等の要望を国・県に上げていく旨の回答をいただきました。１２月２８日(木)に
むね かいとう

は、小郡中校区より井手区長と小学校ＰＴＡ藤江会長にこの署名をもって県教育委員会へ陳情
ふじ え ちんじょう

に行っていただきます。たくさんの方々が動いてくださるおかけで、すべての子どもたちの教
い うご

育条件整備が少しずつ進んでいることに感謝いたします。
すこ すす

主張する さん

花苗植会の様子

ＰＴＡ美化作業の様子

〈おごおりっ子からのメッセージ〉…堂々とした主張でした

花いっぱい運動(花苗植会)、PTA美化作業 ありがとうございました！

〈保護者のみなさまへ〉「教育条件整備に関する署名」ありがとうございました



【２学期の終業式で、次のようなお話をしました】

いよいよ２学期も今日で終わります。同時に２０２３年(令和５年)
がっ き き ょ う お どう じ ねん れい わ

という１年ももうすぐ終わろうとしていますが、みなさんひとりひ

とりの２学期の、そして今年１年の評価はいかがでしょうか？
こ とし ひょう か

ぜひ、時間をとって自分自身を評価してもらいたいと思っています。
じ かん じ ぶん じ しん おも

２学期は２大行事がありました。体育大会は短い練習時間でしたが、各ブロックとも団結
だいぎょう じ たいいくたいかい みじか れんしゅう かく だんけつ

を深めて燃えることができました。自分たちで創りあげることができたという達成感とやれ
ふか も つく たっせいかん

ばできるという自信を感じたことだと思います。また、文化発表会では各学級いろいろな
じ しん かん ぶん か はっぴょう がっきゅう

課題を克服しながら、自分たちの合唱を創りあげることができ、聴く人に感動を与えました。
か だい こくふく がっしょう き ひと かんどう あた

学級の団結の高まりを感じることができたのではないでしょうか。
たか

振り返れば、これらの行事を通して、あるいは日々の
ふ かえ とお ひ び

学校生活のひとつひとつの地道な取組によって、人間的
がっこうせいかつ じ みち とりくみ にんげんてき

にも着実に成長してくれていると感じています。ただ、
ちゃくじつ せいちょう

このようなみなさんのがんばり、団結力が発揮された一
りょく はっ き いっ

方で、課題もはっきり見えてきたのではないでしょうか。
ぽう み

自分の課題、集団としての課題を明確にし、その課題解決
しゅうだん めいかく かいけつ

のために行動してもらいたいと思っています。
こうどう

生徒のみなさんには、自分の周りのいろいろな人たち
せい と まわ

の思いやりや願いの中に自分が生かされているというこ
ねが なか い

とに思いが至る人になってほしいと思います。そして、〈奪
いた うば

う〉のではなく、〈与える〉人であってほしいのです。特
とく

に、國分利治さん(株式会社アースホールディングス代表
こくぶんとしはる かぶしきがいしゃ だいひょう

取締役、創業者)の言葉は、自分はどうだろうかと振り
とりしまりやく そうぎょうしゃ こと ば

返らせてくれます。仏教でも『和顔施(わげんせ)』とい
ぶっきょう

って明るいにこやかな顔でほほえみを人に与えることは
あか かお

誰にでもできる施しであると言われています。確かに楽
だれ ほどこ い たしか たの

しそうに笑っている人の顔を見ていると、自分も楽しく
わら

なって笑顔がこぼれることってありますよね。笑顔は雰
え がお ふん

囲気を和ませ、気持ちをやさしく明るくしてくれるもの
い き なご き も

です。「笑顔、ほほえみ」はもらった相手にとっては、限
あい て かぎ

りなく幸せで豊かな気持ちにさせてくれる非常に価値
しあわ ゆた ひ じょう か ち

のあるものです。相田みつをさんの詩にも『和顔施』に関連
あい だ し かんれん

するものがあります。生きていれば嫌なこともたくさんありますが、まずは普段から和やか
いや ふ だん

〈國分利治〉

人を待たせる

これは人の「時間」を奪っています

愚痴や悪口ばかり話してる

これは人の「笑顔」を奪っています

きつい言い方や注文ばかりする

これは人の「自信」を奪っています

自分で自分の機嫌が取れず、他人に取らす

これは人の「エネルギー」を奪っています

気分にムラなくいつも笑顔

これは人に「ゆとり」を与えます

自分の話ばかりでなく、人の話もよく聞く

これは人に「安心感」を与えます

相手の変化やいいところを素直に褒める

これは人に「自信」を与えます
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小郡中学校だより 第１９７号

校長 船 津 聡 哉
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２学期が終わります …〈奪う〉のではなく、〈与える〉人でありたい…



な笑顔を絶やすことのないように心がけて、自分の周りにいる人たちに幸せを贈りたいもの
た こころ おく

です。そして、この小郡 中でひとりでも多くの人がこう思えたら「笑顔、ほほえみの学校
お ごおりちゅう おお

…小郡中」が創られると思います。そんな学校を創ってほしいのです。

充実した冬休みに、そして、来年が小郡中生徒のみなさんにとってすばらしい年になるこ
じゅうじつ ふゆやす らいねん

とを祈ります。
いの

１２月１日(金)に小郡特別支援学校中等部と交流を行いまし
とくべつ し えん ちゅうとう ぶ こうりゅう おこな

た。本年度は本校３２名の生徒が小郡特別支援学校を訪問し、交流
ほんねん ど ほんこう めい ほうもん

しました。事前の準備期間は約２週間、昼休みには出し物の練習
じ ぜん じゅん び き かん やく しゅうかん ひるやす だ もの

や中等部の生徒に渡すメダルづくり等を行い、１１月１６日(木)は
わた とう

小郡特別支援学校から２名の先生に来ていただき、交流に向けての事前学習会も行いました。
せんせい き む がくしゅう

当日は緊張した様子が見られましたが、時間とともに笑顔あふれる交流会となりました。
とうじつ きんちょう よう す

参加した生徒の感想には、「話しかけてくれて嬉しかったし、緊張も解けました。コミュニケ
さん か かんそう はな うれ と

ーションをとることの大事さを学びました」「自分にとっての普通はみんなにとって普通とは
だい じ まな ふ つう

限らないはこと、だからこそみんなが過ごしやすくなるように考えなければならないと思え
す かんが

る交流会でした」「お互いの出し物を見せ合ったりしてとても楽しかったです。仲良くなれて
たが あ なか よ

いい時間でした」等がありました。私たちは他者とのコミュニケーションを避けて生きてい
わたし た しゃ さ

くことはできません。コミュニケーションの必要性はもちろん、共に助け合い、支え合って生
ひつようせい とも たす ささ

きていくことの大切さなど、生きていく上で重要なこと学んだ交流会となりました。
たいせつ うえ じゅうよう

１２月１６日(土)にＰＴＡ父親委員会主催の「親からの挑戦」
ちちおや い いんかいしゅさい ちょうせん

ソフトバレー大会が行われました。２４チームの参加があり、笑顔

あふれる楽しい時間となりました。

この「親からの挑戦」は、小郡中学校の伝統行事になっており、す
でんとう

ばらしい取組だと思っています。準備等でお世話をおかけしました
せ わ

ＰＴＡ父親委員やＰＴＡ役員のみなさまに感謝しています。
やくいん かんしゃ

１２月６日(水)～１２日(火)の保護者面談ではお忙しい中に来校いただき、ありがとうご
ほ ご しゃめんだん いそが らいこう

ざいました。今後、ご心配な点等がありましたら、遠慮なく担任に伝えていただければと思っ
こん ご しんぱい てん えんりょ たんにん つた

ております。面談の中ではＳＮＳ(ラインやインスタ等)やオンラインゲームでのトラブル、そ

してゲーム・ネット依存の話題が多かったようです。家庭での使用につきましては、保護者が子
い そん わ だい か てい し よう こ

どものスマホ、ＳＮＳを含めて管理する、コントロールすることが必要です。また、学校貸与
ふく かん り たい よ

の一人一台タブレットには学習教材も入っていますので大いに活用してもらって構いません
ひと り いちだい きょうざい はい おお かつよう かま

が、勉強以外では絶対に使用しないように約束しております。(違法なコンテンツ等をクリッ
べんきょう い がい ぜったい やくそく い ほう

クするとはブロックされ、記録が残るように管理されています)スマホ等の使用に関しまして
き ろく のこ かん

は、子どもたちの見守りをよろしくお願いいたします。
み まも

１２月２８日(木)～１月３日(水)は学校閉庁日となっており、教 職員は勤務していませ
へいちょう び きょうしょくいん きん む

ん。お子さまのインフルエンザ等の感染報告は中学校携帯〈090-6568-6174〉へ、その他緊急
ほうこく けいたい た きんきゅう

な連絡は小郡市教育委員会学校教育課〈72-2111〉にお願いいたします。
きょういく か

交流会の様子

「親からの挑戦」
〈優勝〉 ひなた保護団体

（２年生徒チーム）

小郡特別支援学校との交流を行いました

親からの挑戦！ 笑顔あふれる楽しい時間となりました

冬休みを迎えるにあたって〈保護者のみなさまへのお願い〉


